































 ① 文治元年(1185)～正慶 2年(1333)(注 3)に制作された基準作品のうち、如来、菩薩像(木・
銅・石・鉄造。ただし仮面類と京都府妙法院千体千手観音像は除く)を選び、顔正面または顔正面
を含む全身を写した画像(デジタル画像、カラー及びモノクロームプリント)を考察対象とした。
この条件を満たした作品数は 434体分 434枚である(注 4)。この 434枚のうち、検出された画像
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作品には「ナシ」と名前を付けた。最も多いグループはナシで 434枚中 285枚あり、そのうち 66
枚を検出した。次は快慶作品で 434枚中 36枚あり、そのうち 15枚を、善円または善慶(同一仏師
とみなされている)作品は 434枚中 7枚あり、そのうち 6枚を、それぞれ検出した(表 1)。 





制作と考えられる作品である(注 6)。この 5 体の画像を Picasa3 に読み込むと、醍醐寺薬師如来
像とその右脇侍像、及び法界寺日光菩薩像は快慶作品のグループに候補として表示され、法界寺
月光菩薩像はどのグループにも入らなかった。醍醐寺左脇侍像は検出しなかった。 
 ③ 天部及び明王像のうち、忿怒形の作品 196 体分 196 枚を、その他の条件を①の如来、菩薩
















 ① 434枚のうち 259枚を検出した。259枚を作者別に分類すると、最も多いグループはナシで







































(注 3)水野敬三郎監修『カラー版 日本仏像史』(平成 14年、美術出版社)によった。 






(注 5)山本勉「薬師三尊像 金堂所在」(『醍醐寺大観』第一巻、平成 14年、岩波書店) 
(注 6)中野玄三「43・44 日光・月光菩薩像」(『古寺巡礼 京都 29 法界寺』昭和 53 年、淡交
社) 
 








ナシ(作者不明の作品) 285 66 116 
快慶 36 15 29 
善円・善慶 7 6 4 
行快 7 5 7 
運慶 7 4 7 
定慶 7 4 3 
妙海 7 2 2 
院保 4 3 3 
快成 4 2 3 
実慶 4 0 1 
興阿弥陀仏 3 3 2 
宗慶(その 1)建久 7 
(1196)埼玉県保寧寺像 








蓮上、新蓮 3 2 0 
寛慶 3 1 3 
周防法橋 
覚尊 3 1 2 
覚俊 3 0 2 



















康俊 2 1 1 
□海 2 0 2 
光高 2 1 0 































宗慶(その 2)保治 2 
(1248)福岡県誓願寺像 
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